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シニア女性の衣生活が生活行動に及ぼす影響(第 1報)
赤星礼子・甲斐今日子
Effect of Clothing on Life Behavior in Senior W omen ( 1 ) 
Reiko AKAHOSHI • Kyoko KAI 
1 研究鼠的
我々は，これまでの佐賀県における高齢者の生
活実態の調査・分析から，これからの高齢者の生
活において求められるのは，親族も含めた広い人
間関係のネットワーク作りであり，そのためのよ
り積極的な社会参加であるとの結論に達した。つ
まり，これからの高齢者の生活は，これまでの「老
親子同居Jの枠の中だけでは充分なものとはいえ
ず円その生活形態と行動において同居親族の範
聞を越えたより広い人関関係を構築していく必要
があると考える。
本研究では，高齢者が積極的に家庭外に活動・
交流の場を求める場合には，特に女性においては
「衣生活jのあり方が重要な課題になるという作
業仮説をたてた。我々の女性の衣生活調査の結果
によれば，洋服の購入は旅行や行事参加の機会に
行なわれており，また，既製服への不満を問うと
60-69歳層を境にその内容が変化していることが
分かる。つまり，衣生活のあり方がその生活行動
に与える影響は大きいと考えられる九そこで，本
研究では，高齢期に至るシニア期 (40-60歳代)
を高齢期の準備期と位置付け，シニア女性の衣生
活と生活行動の関連性を明らかにし，より豊かな
高齢期の生活文化創造への示唆を得ることを目的
としfこ。
2 研究方法
シニア女性の衣生活に関する既存の調査・研究
には，衣服や社会活動をそれぞれに扱ったものは
多いが，この両者を関連付けたものは見られな
かった。したがって，本調査・分析の方法は試験
的な試みとなると考える。
①調査方法 アンケート調査
②調査時期 1995年4-5丹
③調査対象者佐賀県地域婦人会を通して佐賀
県全域の女性 888名
地域婦人会を過して調査を実施したために，対
象者には統計的な偏りがあると思われるが，有効
回答率を高めるためにあえて選択した。
分析対象者は，調査対象者の中からシニア女性
796名を抽出し，さらに， 40歳代(177名)， 50歳代
(337名)， 60歳代 (282名)，というグルーピング
を行なって，シニア女性をきめ細かく分析するよ
うにしfこ。
調査項自は，シニア女性の社会参加に関しては，
その内容と活動日数等，衣生活に関しては，その
消費行動と「装いJイメージを設定した。
本報告では，上記のように年代別に各調査項目
を分析し，シニア女性の衣生活と社会参加の実態
を明らかにしていく。さらに，次報において，衣
生活と社会参加の相関関係を分析する。
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図 1 世帯構成
3 鵠査対象者の属性
①世帯構成 シニア女性の世帯構成は，図 1
に示すように， 40歳代では「夫婦十未婚予J33.3%
と「親+夫婦十未婚子J52.5%の世帯が多く，未
婚子との同居が特徴である。 60歳代では， r夫婦の
みJ34.4%， r夫婦十既婚予+(孫)J40.2%の世帯
が多くなり，既婚予との吊居も増えるが，別居も
増えている。 50歳代は丁度40歳代と60歳代の過渡
期に位遣する。
そこで，同居世帯員数は， 40歳代が4.7人， 50歳
代3.7人， 60歳代3.6人となっており，加齢ととも
に減少している。
なお，シニア女性の有配偶率は， 40歳代が
96.0%， 50歳代93.8%，60歳代80.9%となってい
る。また，結婚経過年数は， 40歳代21.1年， 50歳
代30.4年， 60歳代38.6王子である。本調査対象者は，
有配偶率が高く，かっ結婚経過年数が長い，つま
り結婚年齢が低いことが分かる。
②健康 シニア女性の健康状態は，全体の約
8割が「健康jと良好な状態であるが，約2害IJが
「やや不調jや「病気がちJと不安を訴えている。
加齢とともに不安が増している訳ではなく， 50歳
代で多いことが注目される。
③運転 佐賀においては自家用車を運転する
か否かは，その行動半径を左右すると考えられる
が，シニア女性全体では約6割が運転している。
しかし，加齢とともに運転率は低下し， 60歳代で
は約3寄せとなる。
4 シニア女性の社会参加
(1) 就業
まず，社会参加の内のシニア女性の就業に関し
てみておく。全体の5割以 tがれは入のある仕事J
をしている。 40歳代では 9部， 50歳代では 6割，
60歳代では 3割と減少するが，各年代とも高い就
業率である。
有職者の就業形態は，全体でフルタイムの勤め，
ノfー ト，そして自営に三分される。加齢とともに
自営が増える。
なお，配偶者である夫が「収入のあるJ仕事し
ている割合は，全体の 7害IJである。
(2) 社会活動
現在，収入を得るための仕事以外で，家庭外で
シニア女性はどのような活動をしているだろうか。
図2に示すほかに，本調査が地域婦人会を通して
実施したため「婦人会j活動をあげた者が87.7%
いる。一方， r何もしていなしづ (r終答Jも合めて)
者は3.6%に過ぎない。したがって，シニア女性は
かなり活発に社会活動を行なっていると言えよう。
では，社会活動の内容をみると，最も多いのが
「趣味の集まりjで，約半数が参加している。つ
ぎに「各種研修会・学習会jへの参加で、24.1%と
4人に 1人ということになる。現夜，趣味や学習
の場はかなり用意されており，シニア女性もこれ
らをよく利用しているということである。複数回
答なので，重複する者もいるが，r福祉施設の訪問J
15.1%， r高齢者家庭の世話J7.3%，また「点訳
等奉仕活動J2.9%などボランティア活動参加も決
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して少なくない。また， I自治会，町内会の世話J
12.7%， I青少年，子どもの世話J6.5%，IPTAJ
4.6%などの地域住民としての活動もある。さら
に， I消費者毘体，生協の活動J12.7%への参加も
ある。
年代別には， IPT AJ活動への参加は40歳代に
多いが， I趣味の集まりjや「研修会・学習会J，
そして「福祉施設の訪問JI高齢者家庭の世話jな
どの活動への参加は， 50・60歳代になるにつれて
増えている。
したがって，社会活動への参加日数をみると，
40歳代4.7B， 50歳代7.0日， 60歳代10.3Bと，加
齢とともに増えている。本調査対象者の場合，若
い世代は「収入のある仕事jにつき，加齢ととも
に各種の社会活動に参加している。
(3) 家庭外活動の賎害要悶
前述のように，シニア女性の社会参加は各年代
ともにかなり活発で、あるが，シニア女性自身は家
庭外での活動をすることに何か問題を感じている
fごろうか。
間3に示すように，全体で「特に問題はないと
する者は，無答も含めて約4割であるが，あとの6
割は何らかの開題を抱えている訳である。シニア
女性の抱える問題は，まず， Iまとまった時間がと
れないJ35.6%である。後述するように，女性の
場合は家事遂行の役割があり，生活時間の管理が
自分の意思だけでは行なえない事清がうかがえる。
そこで， I家族に要介護者がいるJ11.6%や問自民
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図3 家庭外活動の阻害理由 (N=796)
者(夫)が嫌う J8.2%などの自分以外の家族員の
事情にその生活行動が左おされている。
つぎに， I経済的な余裕がないJ15.2%や「気
力，体力が続かないJ11.2%という理由がある。
前者についてこそは，シニア女性が外出するとな
るとある程度の f装い」が必要だという事情を反
映しているものと考える。後者についても，シニ
ア女性の気持ちの問題であると考え， I装いJの函
からの解決を考えたい。
なお，家庭外の活動をする場合の限審理由には
年代による違いがみられる。「特に問題はないjと
する者は， 40歳代24.9%，50歳代28.2%であるが，
60歳代では45.0%と増える。逆に， 40歳代ではf経
済J21.5%，I時間J53.7%であるが， 60歳代では
各々9.2%，24.5%と半減する。また， I要介護人J
についても， 40歳代13.0%，50歳代14.2%である
が， 60歳代では7.4%と半減している。つまり， Iシ
ニア女性jについては， 40-69歳層を設定したが，
この30年間の幅には家族の発達段階にかなりの遠
いがあり，それに伴う生活内容の違いがあること
が分かる。
(4) 家事の遂行
前述のように，シニア女性には家事遂行の役割j
があるが，その遂行の程度をみておきたい。掴 4
に示すように， I主に自分一人でj祖当する者は，
40歳代68.4%，50歳代70.6%，そして60歳代では
62.8%と減る。一方， I自分はほとんどしないjと
いう者は， 40歳代1.7%， 50歳代3.9%，そして60
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図5 夫の家事参加の韓度
歳代でも8.5%に過ぎない。加齢とともに主担率は
減るものの，シニア女性が家事の主担者であるこ
とは明らかである。
ところで，シニア女性の家庭外活動については
配偶者(夫)の存在を無視できない。そこで，夫
の家事参加の稜度もみておきたい。鴎5に示すよ
うに，シニア女性の夫は家事を f全くしないj者
が約半数を占め，また， rときどき手伝うJ程度が
約4割である。「ょくするjのは 5%に過ぎない。
夫の家事参加は極少なく，妻であるシニア女性の
外出に捺しては一つの‘障害'となっていると言え
る。
(5) 夫婦の伴情性
シニア女性が家庭外で活動する場合，夫婦で一
緒に行動するというライフ・スタイルも高齢社会
にあっては望ましい。つまり，夫婦の伴侶性の形
成ということである九そこで，有配偶者に対し
て，まずは夫が妻の趣味や社会活動に対しての理
解があるかどうかを尋ねた。
結果は，小差ではあるが，加齢とともに「理解
があるj夫が増えている。最も，全体で「理解が
ある」のは49.4%と半数に過ぎず， rふつう」が
44.0%， r理解がないJとするのは4.3%である。
シニア女性の夫の半数は，妻が趣味や社会活動の
ために外出することに消極的である。
つぎに，夫婦一緒の異物や観劇などの機会はあ
るかどうかを尋ねた。これも小差ではあるが，加
齢とともに「よく一緒に行くJ夫婦が増えている。
ただし，全体でも「よく jは25.5%で，半数は「時々
一緒に行くJ程度である。「めったに一緒に行かな
いJ者も24.1%と4人に 1人いる。
そこで，夫婦一緒に外出したいかどうか，シニ
ア女性の希望をみると， rそうしたいと思うJ者が
46.4%と半数を占める。「たまにはそうしたいJが
37.5%で， rあまり思わないJは13.7%と少数であ
る。シニア女性が，夫婦一緒に社会活動をする可
能性を犬の「理解Jと妻の「希望jから推測する
と約半数には期待できると考えられる。
5 シニア女性の衣生活
(1 ) 消費行動
シニア女性の衣生活の実態・意識を明らかにす
るために，まず，消費行動として，その情報源，
購入方法，購入先などについてみておく。
①雑誌・カタログ誌の購読 シニア女性は，
そのファッション情報を雑誌やカタログ誌からど
の程度得ているだろうか。全体では f購入して見
るjという積極派は15.5%だが， r送られてきたも
のは見るjが70.2%と大多数を占める。「あまり見
ないJや fまったく見ないJという女性も約1筈せ
はいる。シニア女性のファッション情報を得る姿
勢は‘受け身'と言えよう。
②パーゲンの利用 ファッションへの関心
を知る一つの予掛かりとしてパーゲンの利用があ
る。しかし， 40歳代でも「よくあるJ26.6%，r時々
あるJ48.0%で，パーゲンを利用した計画的な購
入を行なっているという手呈ではない。そして， 60 
歳代になると「よくあるJ17.7%， r時々あるJ
4l.8%と利用率はさらに低下する。
③ クレジットの利用 20歳代の若年層では
クレジットの利用目的に洋服の購入が多いが，シ
ニア女性は洋服の購入に際してクレジットを利用
しているだろうか。シニアの場合は， rあまりJ
24.6%， rまったく J46.6%利用しないという者が
約7割を占め，文字通りあまり利用していない。ま
た，利用する場合も， r時々 J18.1%が大部分であ
る。
④洋服の購入先 シニア女性はどこで洋服
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図B 購入先の利用状況 (N=796)
の購入をしているだろうか。専門蔚，量販!吉，そ
して通信販売の利用を図 6に示した。
シニア女性は専門癌・デパートの利用が多く，
「よく利用するJ34.3%が3人に l人で， i時々利
用するJ47.7%が半数を占める。 fあまりJiまっ
たくJ利用しないのは約1割である。
一方，スーパーや量販庄の利用は少なく， iよく
利用するJは13.9%である。「時々利用するjは
40.5%となっている。「あまりJiまったく J利用
しないのは36.8%である。
通信販売の利用は， iよく利用するJ者は少ない
が， i時々利用するj程度では幸子い年齢層で多く
なっている。 40歳代では， iよく jあるいは「侍々j
の利用が51.4%と半数を占めるが， 50歳代33.0%，
60歳代27.6%と少なくなる。
シニア女性の洋服の購入先は，専門庖・デパー
トが中心にあり，スーパー・量販}吉や通信販売を
檎助的に利用するというスタイルのようである。
そこに， 自ずと‘シニア・ファッション'が浮かび上
がると思われる。
(2) 被服及び履物費の支出
では，シニア女性は被服及び履物について，過
去1年間に，点数にしてどのくらい購入したか，
また平均して 1ヵ丹にいくら支出したかを尋ねた。
①購入点数 被服及び履物の鱗入点数は，
図7に示す通りである。シニア女性の各購入点数
にはパラつきが大きく， 12品呂とも o~10点の聞
であった。したがって，平均点数というのは個人
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図7 被服及び履物の購入点数 (N=796)
の実態とは速いことがよく分かる。
そこで，上記の事柄にも留意しつつ，ひとまず
12品目の平均購入点数をみておく。最も多いのは
ブラウス (1.7)で，スラックス(1.6) ，セーター
(1.6)， Tシャツ・ポロシャツ (1.6)が続き，ス
カート(1.2)，スーツ (0.9)，カーディガン
(0.8) ，ジャケット (0.5)，コート・オーバー
(0.4) ，和服 (0.4)，ワンピース (0.2)となって
いる。靴 (1.7)の購入は多く，パラっきは最も小
さい。スーツやコート，またワンピースのような
重衣料の購入は少なしブラウスやシャツ，セー
ター，そしてスラックスやスカートといった単品
の軽衣料の購入が多いという特徴が出ている。
なお，王子代別の違いを40歳代， 50歳代， 60歳代
の}I援にみると，ブラウス(1.5→1.5→2.0)やコー
ト(0.4→0.3→0.5)，和服 (0.2→0.4→0.5)は60
歳代の方が購入点数が多くなっている。また，スー
ツ(1.0→0.8 予0.9)，スラックス(1.8→1.5→ 
1. 5)， Tシャツ・ポロシャツ (2.3→1.4→1.3)， 
靴 (2.0→1.6→1.8)は40歳代の方に多くなってい
る。若い年代の方が活動性をうかがわせる衣料の
購入が多いようである。
②支出額 被瓶及び援物費の平均 1ヵ月の
支出額をみておきたい。支出額は， 0 ~50万円の
関に分布していた。平均値は， 40歳代は26，524円，
50歳代29，164円， 60歳代34，430FYと加齢とともに
増えている。図 7の購入点数と対照すると， 40歳
代は購入点数が多いが支出額が低いということで，
I点の購入価格が安いということになろう。 50・
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図 8 被競及び躍物費の支出状況
60歳代では購入点数が少ないが支出額が高く， 1 
点の購入価格が高いということになる。つまり，
前述のように， 50. 60歳代では購入点数は少ない
が，重衣料や和服のように価格の高い衣料の購入
があることの影響が大きいようである。
図8に示すように，各年代の支出額の幅は大き
いが，最頻fi直は r1 -2万円未満jで，平均鑑よ
りも少ない。しかし，総務庁の f家計調査Jから
算出される被服及び履物費から考えられる以上に，
シニア女性の支出額が大きいことは明らかである。
シニア女性が家庭外で活動する場合， r装いJは欠
かせず，そのためにはやはり‘お金はかかる'という
ことになる。
8 シニア女性の f装いJ
(1) i装いjの工夫
①おしゃれ シニア女性の「装いJに捺し，
アクセサリーやスカーフをf史用してのおしゃれの
工夫はあるかどうか尋ねた。この工夫は，同じ洋
服をイメージを変えて着ることが出来るという前
提である。
臨9に普段着の場合のおしゃれを示した。年代
による違いがある。 50・60歳代の方が40歳代より
も「よくJr時々j使っている。 40歳代では「よくJ
12.4%， r時々J37.9%と約半数が使っているが，
60歳代では22.0%，46.1%と約7筈せとなる。 しか
し，シニア女性は普段着でも，アクセサリ一等を
使いおしゃれに心がけている様子がうかがえる。
次に，外出着でのおしゃれは，関10に示すよう
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臨10 外出藩のおしゃれ
に，普段着よりもアクセサ 1)ーやスカーブを使っ
ていることが分かる。そして，年代が高いほど「よ
く使う jょうで， 40歳代では29.4%なのに対して，
50歳代45.7%，60歳代55.7%になる。 f時々使うJ
も含めると，シニア女性の大部分が f使う jこと
が多く， r使わないJという者は少数である。
つまり，シニア女性はアクセサリーやスカーブ
を使ったおしゃれをよくしていると言えよう。ま
た，社会活動をより活発に行なっている50・60歳
ftにおいて，おしゃれについてもより熱心で、ある。
さらに，外出着でその傾向が顕著で， rおしゃれJ
と「外出jには関連があることも推察される。
② リフォーム 加齢とともに増える洋販の
不要在庫の有効利用として，また，持ち服のバリ
エーションを増やすためにも， r 1)フォームJ(デ
ザイン変更から丈，腕回りのサイズ変更を含む)
を行なうことはシニア女性の衣生活に望まれるこ
とである。
シニア女性の衣生活が生活行部jに及ぼす影響(第 l報) 69 
鴎11に示すように， 1)フォームを fょくする」
シニア女性は少ないが， r時々するjまでを含める
と， 40歳代が約2割， 50歳代約3割， 60歳代約4割が
している。一方， rあまりJrまったくJしない，
とする者が7割， 6寄せ， 5筈IJもいる。少なくとも
40歳代ではリフォームをしてまで6着る'ことはな
いようである。
③アドバイス シニア女性は服装について，
誰かのアドパイスを得ているだろうか。アドノ〈イ
スを得る相手がいるということは，シニア女性に
とって「装いJへのより積極的な姿勢をうかがう
ことができると思われる。
結果は，シニア女性の半数の51.0%が服装への
アドバイスを得ている。では，誰から得ているの
か。鴎12に示すように，アドバイスを得ている40
歳代の場合，その半数以上が「子どもJである。
次に多いのが「友達Jで約2割， 3番目が「夫j
l割強となっている。 60歳代になると f子どもJ
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が1割程度減り，代わりに f姉妹」が1割強とな
る。シニア女性においては，子どもは衣生活への
‘刺激'的存在であり，その意味では夫以上の存夜で
ある。しかし， 60歳代になると，子どもとの向居
率は低下するが，夫は子の代わりとはなっていな
いようだ。「その他Jとは， }吉の人・ 1吉長である。
シニア女性は，デパート・専門鹿で買物をする機
会が多く，顧客として宿からアドバイスを得る機
会も多いということであろう。
④ 「装い」イメージ シニア女性が普段着
と外出着に対しでもっているイメージ(本研究で
は「どのくらい大切だと思うかjという設問)を
さぐりたい。
まず，普段者についてみると，図13に示すよう
に24項目の中で f非常に大切jと考える者の割合
の高い項自は， rサイズがあうJr動きやすいJr楽
であるJr家賠で洗濯できるJr洗濯の仕上げが簡
単であるjなどである。まさに普段着であり，実
用性が強調されている。これは，シニア女性全体
の傾向である。普段着で年代での違いがみられる
は， r活動的に見える服装Jで，大差ではないが，
60歳代の方がより「大切Jとする傾向にある。若
い年代の40歳代ではなく， 60歳代であることに注
目したい。
次に，外出着については，国14に示した。外出
着で f非常に大切Jと考える者の割合の高い項目
は，第uまfサイズがあうJで，第 2は f良い品
賓のものJr楽であるJrデザインがよいJr似合っ
ているJr全体の調和Jrその場にあうJである。
普段着よりも「非常に大切jと考える割合が減っ
ているのが特徴である。ただし， r似合っているJ
や「全体の調和Jrその場にあうJなどの他者の自
を気にした項目については，普段着よりも外出着
について f非常に大切Jと考える者が多い。した
がって，外出着と普段着とでは，洋搬の機能につ
いて異なる期待・イメージがあり，“普段着で外出"
は難しいという傾向がある。
7 要約と結語
佐賀県におけるシニア女性 (40-59歳層)の衣
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業者が多く， 60歳代になると社会活動の参加が活
発となっている。社会活動の内容は，趣味の集ま
りや学習活動が多いが，地域や福祉のボランティ
ア活動にも参加しており，消費者活動にも積極的
な様子である。そして，社会活動への参加日数に
外出議の場合のイメージ
生活と社会参加の実態と意識を調査し， 40・50・
60歳代という年代別に分析することにより「シニ
ア女性Jの全体像の把擢を試みた。
まず，シニア女性の社会参加は，就業(f収入の
ある仕事J)と社会活動に分けると， 40歳代では有
園14
シニア女性の衣生活が生活行動に及ぽす影響(第 l報) 71 
ついても， 40歳代4.7日， 50歳代7.0B， 60歳代10.3
日となっている。調査対象者を地域婦人会を通し
て得たために，佐賀県の一般的な傾向とは多少異
なるところもあると思われるが，社会参加と衣生
活の関連を分析するという研究目的の達成には支
障はないと考える。
つぎに，シニア女性の衣生活に関する実態と意
識であるが，その洋服の購入はテ。パート・専門応
を中心に行なわれており，いわゆる“シニア・
ファッション"が見えてくる。被服及び履物の購
入点数と支出額は，各々i隔があるうえに，平均値
にしても総務庁統計局「家言十調査」で知る伎をか
なり上回る。なお，支1:1:'，額の平均値は， 40歳代
26，524円， 50歳代29，164円， 60歳代34，430円であ
るが， 40歳代では購入点数が多いことから 1点の
購入価格が低く， 60歳代では購入点数が少なく l
点の購入価格が高いことが分かった。つまり，シ
ニア女性の中でも，加齢とともに洋服の購入には
“お金がかかる"ようになるといえよう。
では，お金がかからない“おしゃれ"の工夫で
あるアクセサリーやスカーフ使いをみると，より
被瓶費がかかっている60歳代でよく使っている。
社会活動のために外出日数の多い60歳代は，洋服
の購入点数の少なさや在庫の活用という意味も含
めて，アクセサリ一等使いを楽しんでいると忠わ
れる。この傾向は，外出着でより顕著にみられる
が，普段着においてもかなり“おしゃれ"に心が
けている様子がうかがえる。
さらに， 24項目の普段着と外出者に対するシニ
ア女性のイメージ(iどのくらい大切だと思うかJ)
をみると，普段着については実用性を強調し，外
出着については他者の目を意識する項目が強調さ
れる傾向にあった。シニア女性にとっては，普段
着と外出着は}jIJ物という意識があるということで
ある。したがって，シニア女性が外出するために
は，外出着が必要となり，“お金がかかる"のであ
る。
以上のように，佐賀県におけるシニア女性の衣
生活と社会参加の調査によれば，社会参加はかな
り活発で、ある。そして，衣生活の内容にも，今あ
る生活文化として重要な示唆を含むものもあるが，
f外出にはお金がかかる」という現実も顕になっ
た。そこで，今後，社会参加をさらに保すために
は，その衣生活にお金のかからない工夫の考案あ
るいは外出着のイメージの変革など，新たなシニ
アの衣生活文化の創出が必要で、あると考える。
また，これまでの分析では， 40-59歳層を「シ
ニアjと定義し，その中の年代差を明らかにして
きた。シニア女性の中にも， tlt帯+蒋成にみられる
ような家族の発達段階の違いがあり，その結果，
例えば，撮装へのアドバイスをしてくれる人が，
加齢とともに「子どもjが減るなどの影響が出て
くる。しかし，これ以外の衣生活や夫婦関係など
で， 40歳代と60歳代には加齢にしたがった変化・
違いがみられるが， 50歳代には加齢にともなう直
録的な変化の動きとはやや異なる傾向を示すこと
がある。つまり，シニア女性の中でも50歳代が，
生活におけるいわゆる“ターニング・ポイント"
であるように思われる。
今後は，社会参加と衣生活のクロス分析を試み
るが，本報告で明らかになった「年代j関の違い
に十分留意したい。
付記 本調査研究は平成 6年度日本生命保険文化
センターの助成を得て行なったものである。また，
調査にあたっては，佐賀県地域婦人会のご協力を
得た。併せて感謝の意を表したい。
本稿の内容については， 1995年度目本家政学会
九州支部大会(福岡)で発表した。
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